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　水野省司先生は京都府立医科大学の同級生で，
府立医大麻酔科にともに入局した友人である。卒
後 1年目に研修医として同じ職場で過ごしたが，
水野先生は本当にいい奴で，先輩麻酔科医からと
りわけ可愛がられていたことを今でもよく覚えて
いる。当時，私も彼も麻酔管理を成立させること
に必死で，エレガントな全身麻酔など夢のまた夢
であった。そんな水野先生が教科書を書いたと聞
き，しかもその題名が『エレガントな全身麻酔の
ための区域麻酔法』だと知った時には，思わず「水
野おまえ気は確かか？」とつぶやいてしまった。
ところが，読み終えた今「やるやんか水野，うら
やましいぞ」と，正直思っている。
　本書の狙いは明確である。区域麻酔を単なる付
加的手技としてではなく，全身麻酔の中核に据え
るために，いかに神経ブロックを成功させるか，
そのために必要な考え方と手の動かし方を，著者
の経験と理論で体系化して示している。とりわ
け，小児を中心とした難症例の麻酔管理の中で磨
かれた工夫が随所に散りばめられ，胸部手術に対
する神経ブロックや小児硬膜外麻酔の章では，実
際に水野先生が神経ブロックをしている場面が目
に浮かぶようであった。総論として「針の扱い方」
やベベルテクニック，局所麻酔薬の濃度・種類の
選択が最初に置かれている構成も，現場で使える
教科書にしたいという水野先生の意思の表れだろ
う。
　本書の大きな魅力は，140点を超える自作の局
所解剖イラストである。ポップで親しみやすい一
方，絶妙なデフォルメが効いており，解剖を真に
理解していなければ描けない図ばかりだ。超音波

ガイド下神経ブロックが隆盛の昨今，画面に映る
構造物を瞬時に把握するためには，解剖の立体理
解が不可欠である。本書のイラストは，その理解
を深めるのに優れている。
　さらに重要なのは，本書に凝縮された経験知
が，単なる経験則にとどまらない点である。「なぜ
そうなるのか」「なぜそれでうまくいくのか」とい
う問いに対し，解剖学的根拠を背景とした解説が
添えられ，知識が普遍化されている。本書は熟読
し，理解してこそ真価を発揮する“教科書”であ
り，巷に多いマニュアル本とは一線を画してい
る。蛇足ながら，同じく府立医大の同級生であり，
麻酔科の同門として活躍している小尾口邦彦先生
（京都府立医科大学集中治療部部長）もわかりやす
い本を多数執筆されている。理論を重視し，それ
を多くの人に伝わる形にする執筆姿勢は，両者に
共通する美点だと思う。その背景に，府立医大麻
酔科で培われた経験が少しでもあるのなら，同門
の一人として誇りに思いたい。
　本書は，区域麻酔を「できるようになる」ため
の本であると同時に，全身麻酔を「エレガントに
する」ための本である。明日からの臨床で確かな
武器となり，同時に麻酔の考え方そのものを磨い
てくれる一冊として，幅広い麻酔科医に薦めたい。

（京都府立医科大学大学院医学研究科 
麻酔科学教室教授/天谷文昌）
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　小児の痛みは，疾病，外傷，手術，医療処置な
どによる組織損傷，生物学的プロセス，心理的・
社会文化的要因が原因で発生する。成長過程ごと
に適切な痛みの管理が重要で，そのためには発達
段階に応じた痛みの評価と治療に関する専門知識
が必要である。小児の痛みは，言葉で表現しがた
く，要因がさまざまで，言葉よりも動作やしぐさ
（膝を抱えるなど）で表現されることが多く，痛み
の感じ方（閾値）が大人と異なるなどの特徴があ
る。成人同様に小児の痛みも，重症度が低く自然
に治まるものから，緊急性の高いものまで，年齢
や状態に合わせた評価と対応が必要とされる。
　国際疼痛学会がGlobal Year Campaignとして小
児の痛みを取り上げ，その特徴と適切な管理方法
の開発が急務であると述べてから，今年で20年が
経つ。その後，世界保健機関が，2012年に『病態
に起因した小児の持続性の痛みの薬による治療』，
2021年に『子どもの慢性疼痛管理に関する新しい
ガイドライン』を公開するなど，世界的に小児の
痛みへの対応が進みつつある。そのような機運の
中，本書『小児の疼痛管理』が発刊された。まさ
に好機を得た発刊である。麻酔科医のみならず，
小児の医療にかかわる多くの医療者に読んでいた
だきたい 1冊である。
　本書の特徴は，麻酔科医にとどまらずわが国に
おける小児の痛みに精通した各領域の専門家が，
総論として小児の痛みの特徴および評価方法を，
各論では急性，慢性，がん性と病態別に記載して
いることである。特筆すべきは，総論で新生児期
から思春期まで各時期の痛みの特徴を経時的に記

載して，評価，診断，治療法にとどまらず，痛み
の体験が及ぼす長期的な影響についてわかりやす
く説明している点である。そして，各論において
は，急性疼痛での精神面の配慮，慢性疼痛での発
達障害と不登校，がん性疼痛での小児の緩和ケ
ア，その他として検査・処置時や集中治療での鎮
静・鎮痛に触れ，最後に看護師の視点も付け加え
られていることである。
　また，本書を手に取った際に注目してほしい点
は，表紙と裏表紙のデザインである。表紙は，
「pain」という単語を隠し文字として左側にちりば
めて，注射器，錠剤，輸液パックを中央に置き，
右側に「less」という単語が配置されている。治
療を経て，「pain」が「painless」に変わるという
イメージで描かれている。裏表紙は，「pain man-
agement」，「sedation」，「chronic pain」，「palliative 
care」を表紙と同じタッチでちりばめられ，本書
の発刊に尽力した監修者の川人伸次先生，編集者
の高田香先生の思いが込められていることを最後
に強調したい。
　ぜひ，本書を小児の日常診療の質を高め，痛み
に苦しむ子どもたちへ最適な医療を提供するため
の教科書としていただきたく，本書を推薦する。
（獨協医科大学医学部麻酔科学講座　山口　重樹）
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